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二
〇
一
一
年
一
〇
月
三
日
付
で
「
二
〇
一
一
年

グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
」
の
受
賞
結
果
が
発
表
さ
れ

ま
し
た
。

審
査
対
象
数
三
一
六
二
件
。
受
賞
数
は
一
一
一

二
件
。
そ
の
一
一
一
二
件
の
う
ち
の
一
件
と
し
て

「
商
業
施
設

水
の
町
屋
七
日
町
御
殿
堰
」
が
二

〇
一
一
年
度
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
を
受
賞
致
し

ま
し
た
。

昨
年
の
「
地
域
づ
く
り
の
や
ま
が
た
景
観
賞
」

最
高
賞
に
続
き
、
今
年
も
栄
誉
あ
る
賞
を
受
賞
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
も
、
懐
か
し
さ
・
山
形
ら
し
さ
を
感
じ
て

い
た
だ
け
る
場
所
で
あ
り
続
け
る
こ
と
で
、
皆
さ

ま
に
繰
り
返
し
訪
れ
て
い
た
だ
け
る
場
所
で
あ

り
続
け
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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御
殿
堰

大
黒
天
便
り

山
形
市
中
心
市
街
地
を
流
れ

る
御
殿
堰
。
そ
の
豊
か
な
水
の

流
れ
を
見
守
っ
て
い
る
の
が
私

「
御
殿
堰
大
黒
天
」
で
す
。

「
大
黒
天
便
り
」
で
は
、
わ
た
し
大
黒
天
が
御
殿

堰
の
歴
史
・
季
節
の
話
題
・
生
活
の
知
恵
な
ど

『
な
る
ほ
ど
！
』
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
内
容
を

お
伝
え
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
第
一
四
号
で
す
。
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十

越

以
前
、
こ
の
辺
り
に
沢
山
の
映
画
館
が
あ
っ
た
の

は
皆
さ
ま
御
存
知
の
通
り
で
す
。

七
日
町
角
の
梅
月
館
か
ら
南
東
に
走
る
通
り
に

は
『
シ
ネ
マ
通
り
』
と
い
う
名
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

歩
道
を
観
な
が
ら
歩
く
と
、
映
画
フ
ィ
ル
ム
を
モ

チ
ー
フ
に
し
た
飾
り
が
道
路
に
埋
め
込
ま
れ
て
い

た
り
も
し
ま
す
。

こ
の
シ
ネ
マ
通
り
で
す
が
、
以
前
は
娯
楽
（
映
画
）

の
町
と
し
て
栄
え
て
い
ま
し
た
。
ピ
ー
ク
時
に
は
、

山
形
市
内
に
一
一
も
の
映
画
館
が
存
在
し
て
い
ま

し
た
。
そ
ん
な
映
画
の
中
心
地
で
あ
っ
た
の
が
シ
ネ

マ
通
り
で
す
。

奇
数
年
に
開
催
さ
れ
る
『
山
形
国
際
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
映
画
祭
』
は
、
国
内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の
方

が
山
形
に
や
っ
て
く
る
メ
ジ
ャ
ー
な
イ
ベ
ン
ト
で

す
。
こ
の
映
画
祭
は
、
山
形
市
の
市
政
百
周
年
を
記

念
し
て
一
九
八
九
年
か
ら
開
催
さ
れ
、
今
年
で
一
二

回
目
を
迎
え
ま
す
。

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
の
た
め
の
映
画
祭
で
は
、
ア

ジ
ア
地
域
で
初
の
も
の
で
、
ア
ジ
ア
を
中
心
に
世
界

中
の
映
画
作
品
や
監
督
が
集
ま
る
イ
ベ
ン
ト
と

な
っ
て
い
ま
す
。
発
案
は
、
山
形
県
上
山
市
牧
野
村

で
活
動
し
て
い
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
監
督

の
小
川
紳
介
監
督
。

二
〇
〇
七
年
開
催
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
―
映
画

祭
の
際
は
、
シ
ネ
マ
通
り
に
あ
る
「
旭
座
」
「
ミ
ュ
ー

ズ
」
で
の
上
映
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
こ
の
二

つ
の
映
画
館
が
閉
館
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

レ
ト
ロ
で
味
の
あ
る
シ
ネ
マ
旭
。
こ
の
建
物
は

『
表
現
主
義
』
の
デ
ザ
イ
ン
で
建
て
ら
れ
た
そ
う
で

す
。シ

ネ
マ
旭
の
誕
生
は
、
二
〇
世
紀
初
頭
の
一
九
一

七
年
（
大
正
六
年
）
。
山
形
県
初
の
映
画
館
の
誕
生
で

し
た
。

一
九
五
五
年
（
昭
和
三
〇
年
）
に
現
在
の
姿
に
改

装
さ
れ
、
シ
ネ
マ
旭
誕
生
当
初
の
表
現
主
義
に
の
っ

と
っ
た
建
築
の
姿
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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約
三
〇
年
ぶ
り
に
、
七
日
町
の
歩
行
者
天
国

が
復
活
し
ま
す
。

ミ
ス
タ
ー
ド
ナ
ツ
前
交
差
点
～
ナ
ナ
・
ビ
ー
ン

ズ
前
交
差
点
ま
で
が
午
前
一
〇
時
～
午
後
五
時

の
間
車
輛
通
行
止
め
と
な
り
ま
す
。
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昔
な
が
ら
の
花
嫁
同
中
を
再
現

御
殿
堰
が
出
発
地
点
と
な
り
ま
す
。

午
後
一
時
半
～
三
時

●●●●
山山山山
形形形形
いいいい
もももも
煮煮煮煮
のののの
振振振振
るるるる
舞舞舞舞
いいいい

午
後
一
二
時
半
～
振
る
舞
い
を
開
始
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一
緒
に
干
し
柿
を
作
っ
て
、
地
域
交
流
を
し

な
が
ら
町
の
景
観
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
み
ま

せ
ん
か
？

【
日
程
】
一
〇
月
一
五
日
（
土
）
～
一
六
日
（
日
）

【
時
間
】
午
前
一
〇
時
～
午
後
一
二
時

【
内
容
】

一
日
目
に
柿
も
ぎ
。
二
日
目
に
干
し
柿
づ
く

り
。【

場
所
】

一
日
目
：
山
形
市
柏
倉
地
区

二
日
目
：
山
形
市
七
日
町
御
殿
堰

【
定
員
】
二
〇
組
程
度

【
費
用
】
無
料

【
申
込
方
法
】

「
参
加
者
の
名
前
・
住
所
・
電
話
番
号
」
を
電

話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
ご
連
絡
下
さ
い
。
折
り
返

し
、
参
加
受
付
の
ご
連
絡
を
致
し
ま
す
。

【
そ
の
他
】

※
雨
天
決
行

※
柿
の
生
育
状
況
に

よ
り
延
期
の
場
合
有
。

【
問
合
先
（
高
橋
）
】

〇
七
〇
（
五
四
七
八
）
〇
九
〇
二

【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】

〇
二
三
（
六
三
五
）
二
四
五
〇
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こ
れ
ま
で
水
を
テ
ー
マ
に
「
ウ
オ
ー
タ
ー
セ
ブ

ン
」
と
い
う
活
動
を
行
っ
て
い
る
『
ま
ち
コ
ン
や

ま
が
た
実
行
委
員
会
』
。
七
月
二
五
日
に
は
、
今

年
で
六
年
目
と
な
る
『
打
ち
水
イ
ベ
ン
ト
』
を
山

形
市
で
開
催
。
七
月
二
五
日
は
、
一
九
三
三
年
に

山
形
市
が
日
本
一
の
最
高
気
温
を
記
録
し
た
日

で
す
。

そ
の
『
ま
ち
コ
ン
や
ま
が
た
実
行
委
員
会
』
が
、

山
形
国
際
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
祭
に
先
駆

け
て
中
心
街
の
水
辺
の
広
場
で
野
外
映
画
上
映

会
を
行
い
ま
し
た
。

上
映
さ
れ
た
の
は
、
今
年
生
誕
一
〇
〇
周
年

を
迎
え
る
山
形
県
出
身
の
本
多
猪
四
郎
監
督
に

よ
る
作
品
。
日
本
初
の
特
撮
怪
獣
映
画
「
ゴ
ジ

ラ
」
（
一
九
五
四
年
）
と
、
手
塚
治
虫
原
案
・
大
塚

康
生
演
出
兼
作
画
監
督
に
よ
る
傑
作
ア
ニ
メ

「
草
原
の
子
テ
ン
グ
リ
」
（
一
九
七
七
年
）
の
二
本

立
て
。
当
日
は
肌
寒
い
夜
と
な
り
ま
し
た
が
、
御

殿
堰
緑
地
に
敷
い
た
シ
ー
ト
に
座
り
、
ス
ク

リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
る
映
画
に
見
入
っ
て
い

る
方
が
沢
山
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

◆◆◆◆
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◆◆◆◆

今
年
は
残
暑
が
厳
し
い
秋
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
こ
の
数
日
は
一
〇
月
ら
し
か
ら
ぬ
気
温

で
体
調
を
崩
し
が
ち
な
陽
気
で
す
。
九
月
四
日

の
『
日
本
一
の
芋
煮
会
』
を
皮
切
り
に
、
土
日
は

芋
煮
会
を
す
る
方
も
多
い
の
で
は
？

水
の
町
屋
御
殿
堰
で
は
『
街
中
で
も
季
節
感

を
』
と
、
季
節
毎
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
吊
る
し
飾
り
を

制
作
・
展
示
し
て
参
り
ま
し
た
。

三
月
『
吊
る
し
雛
』
・
五
月
『
端
午
の
節
句
吊

る
し
飾
り
』
・
七
月
『
夏
の
吊
る
し
飾
り
』
。
今
月

は
、
『
実
り
の
秋
の
吊
る
し
飾
り
』
と
い
う
こ
と

で
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
5
作
品
目
と
な
り
ま
す
。

道
行
く
方
が
『
か
わ
い
い
！
』
と
写
真
を
撮
っ

て
く
だ
さ
っ
た
り
、
『
ど
こ
で
販
売
し
て
い
る

の
？
』
と
声
を
か
け
て
下
さ
っ
た
り
す
る
の
が

制
作
し
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
の
励
み
と
な
っ
て
い

ま
す
。
秋
の
吊
る
し
飾
り
も
気
に
入
っ
て
い
た

だ
け
る
と
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

次号の発行は

十一月七日です。

来月も皆様と紙面でお会い

できるのを楽しみにしています。


